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文責：赤木 紀公 
日々の学びのなかで育まれるやさしさ 

～大切に育てた花が咲き、実がなっています～ 

すっきりしない天気が続く梅雨の時期、子どもたちは中休みやお昼休みに外遊びができない日が続

いています。そんな中、東小学校の放送委員さんは、朝の会前やお昼休みに「雨の日の過ごし方」を、と

ても聴きやすい声の大きさとスピードで放送してくれています。委員会活動としての責任感がしっかり育

っていることを感じます。 

一方で、梅雨の雨のおかげで、校内ではたくさんの草花が元気に成長しています。１年生は朝顔を育

てており、次々と開花が始まっています。２年生は夏野菜を育て、すでに収穫の

時期を迎えた実がたくさんついています。５年生では、バケツを使った稲作体験

で植え付けた苗が、当初のほっそりとした姿から、立派で力強い苗へと成長して

います。 

種まきや苗の植え付けをしてからは、毎朝の登校時に熱心に水やりを続け、

今まさに開花や収穫の喜びを体験してくれています。「〇〇ちゃんのアサガオ咲いてる！」「トマトもう赤くなってる！」「こっちのオク

ラも見て！」と、植木鉢のまわりで喜ぶ姿が見られます。 

 

子どもたちの熱心さに負けまいと、草がたくさん茂っていた

正門を入ってすぐの植え込みにも、たくさんの花を植えてみま

した。赤、ピンク、オレンジ、ブルー、パープルに加え、もう少し

すると黄色の花も仲間入りします。校庭沿いの花壇では、馬

見丘陵公園を参考に、さまざまな品種のヒマワリを育ててい

ます。児童の皆さんはもちろん、来校される保護者の方やお

客様にも楽しんでいただければと思っています。 

 

～モンシロチョウの成長から何を学ぶ～ 

３年生では、理科の「昆虫と植物」の単元で、昆虫の体のつくりや育ち方を学びます。理科

室前にはモンシロチョウの幼虫が入った虫かごが置かれ、幼虫からさなぎ、成虫へと成長する

様子を観察しています。幼虫には校庭で育てたキャベツの葉を餌として与えていましたが、さ

て成虫の餌はどうするのでしょう。 

さなぎが羽化してチョウになると、子どもたちは校長室に、「モンシロチョウの餌に砂糖水が

欲しいんです！」と頼みに来ました。職員室で砂糖水を作り、虫かごに入れる日々が毎日続き

ました。その甲斐あって、チョウは虫かごの中で２週間ほど元気に飛び回りました。モンシロチ

ョウの自然界での寿命は１～２週間ほどですので、野山で花の蜜を吸って生きるチョウと同じくらい、限られた

環境の中でも生きることができたことになります。ある女の子は、「チョウチョ苦手やったけど、毎日見てたら好き

になった！」と言ってくれ、虫かごの中に入れるチョウの家と別荘を色紙で作ってくれる男の子もいました。 

２週間を過ぎたころ、虫かごの中で一生を終えたチョウは、子どもたちがきちんと土に埋めてくれました。 

内容が少し逸れますが、中休みやお昼休みには、モンシロチョウの餌作りや相談事など、子どもたちが次々に校長室を訪れてくれます。し

かし、校長室は来客対応や電話連絡などを行う特別な部屋であるため、簡単に入室できるわけではありません。校長室を訪ねる際には、ま

ずノックを 3 回し、中から「どうぞ」という声を聞いてから「失礼します」と声をかけて入室します。椅子に座るときも、「座っていいですか？」と

確認し、「どうぞ、おかけください」という返事を聞いてから座ります。これらの所作は、中学 3 年生が受験に向けて行う面接練習でも学ぶ大

切な礼儀作法です。東小学校の皆さんは、すでにこうした丁寧なふるまいをわずか２、３ヶ月で身につけており、日々の成長を感じています。 

～水中の微生物 ミジンコから何を学ぶ～ 

植物や昆虫の体のつくりや育ち方は、中学１年生でもう一度学習します。中学校では、小学校では

扱わない水中の微生物についても学びます。私が中学１年生の理科の授業で経験した、忘れられな

いエピソードを紹介します。 

肉眼でかろうじて見えるミジンコという生物を顕微鏡で観察すると、ミジンコにも心臓があり、速い

スピードでドクドクと拍動している様子や、卵を抱えている姿を観察できます。生徒たちは「心臓が動

いてる！」「卵持ってる！」と驚き、「そうやね、ミジンコも小さいながら頑張って生きてるよね！」と会話

が弾みます。 

授業の終わりが近づき、片付けの時間になりました。顕微鏡の片付け方も学習内容の一つです。

プレパラート（ミジンコをのせていたスライドガラス［ガラスの板］）も水で洗って片づけます。私が

「きちんと水で洗ってや」と声を掛けると、すべての班の生徒が、理科室に微生物を運んできていた

青いバケツのところへ行き、近くにあった洗浄びん（水の入ったびん）の水をスライドガラスかけていました。何をしているのかと

思うと、スライドガラスに残っていた、肉眼では見えるか見えないかのミジンコを水で流し、バケツの水に戻してあげていたので

す。私が「えっ、バケツに流してるの？」と聞くと、「もとの水に返してあげてるねん！」と返ってきました。私は「水できれいに洗って

や」と言っただけなのに…教科書には載っていない優しさを学んでくれている姿に、胸が温かくなった一場面でした。学校ってス

テキな空間だなと思います。 

 

6 月の学校行事（一部をご紹介します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香芝警察署から講師をお招きし、日常生活の中で不審者に遭遇したときの対処法やスマートフォン・インターネ
ットを使う中での注意点を教えていただきました。特にインターネット上で起きるトラブルの具体例を描いた動画で
は、私たちの身の回りでも十分起こりうる内容が紹介されていました。お互いに顔を合わせての会話や電話での
やりとりでは起こりにくい、SNS 内での一方的な言葉の投げかけが読む側の誤解からトラブルになっていました。
ひょっとすると、ドキッとした人も居たのではないでしょうか。インターネット上でのトラブルは、個人や家庭、学校だ
けでは解決が大変困難となっています。使用する私たち一人一人が日頃から注意して活用しなくてはなりません。 

5 年生では、実際の田植えを見学させていただき、田んぼの土をいただいたバケツに水を張って自分たちで種もみから
育てたお米の苗を植えました。 

奈良県広域消防組合・広陵消防署、そして広陵町消防団から講師をお招きし、町内の教職員向けに救命救急講習を実施していただきました。過去

に何度も受講している職員も、今回初めて受講する職員も、真剣に取り組む姿が印象的でした。緊急時に確実に対応するためには、日頃からの訓練と

学びの積み重ねが欠かせません。子どもたちにとって安全・安心な学校であり続けるために、これからも教職員一人ひとりが専門性を高める研修を継

続していきたいと思います。 

学校ホームページ 

近くの田んぼでミジンコを捕まえて
きて、顕微鏡で観察してみました。
接眼レンズにスマホのカメラレン
ズを接触させるときれいに写真を
撮影できます。夏休みの自由研究等
で挑戦してみてください。 

インターネットじけんぼ 

（警察庁） 
子どもたちが被害に遭わないよう

に、保護者がインターネットを利

用する際のリスクを理解し、見守

っていくことが必要です。 

 

本校では、ネット上のトラブルを

含む生徒指導上の課題に対して、必

要に応じて教育委員会、警察、児童

相談所、スクールロイヤーなどの関

係機関及び専門家と連携しながら、

適切に対応を進めてまいります。 


